
自分のコンピュータを設定する方法 
このラボで作業するには、VIRL サーバへのアクセス権が必要です。アクセス権が

ない場合は、DevNet の dCloud ラボに用意されている VIRL インスタンスを使用

できます。dCloud ラボへのアクセスについては、「Pre-Event Preparation（イベント前

の準備）」 および 「Lab Setup（ラボの設定）」の各モジュールを確認してください。 

VIRL の概要 
このモジュールでは、VIRL とそのコンポーネントについて説明します。 

目標 

所要時間：30 分 

• VIRL とそのコンポーネントについて理解する。 
• VIRL のユーザ インターフェイスについて理解する。 

前提条件 

VIRL へのアクセス 

自分のコンピュータに VIRL インスタンスがインストールされていない場合は、

dCloud で利用可能な VIRL インスタンスを使用してください。 

1. dCloud 内の VIRL インスタンスに接続するには、「Lab Setup（ラボの設定）」モ

ジュールを参照してください。 
2. ポッドの予約が完了したら、VPN の接続と RDP クライアント、またはブラウ

ザ ベースの RDP セッションのいずれかを使用して、対象の Windows ワー

クステーションに接続してください。 
3. VIRL の VM Maestro ユーザ インターフェイスを使用して、トポロジを作成

し、設定を生成します。 
4. VIRL の User Workspace Manager（UWM）は、Web ブラウザで 

http://198.18.134.1/ を指定することでアクセスできます。 
5. VM Maestro を使用する代わりに、VIRL に組み込まれている Web ベース

のエディタを使用することもできます。このエディタは、[新規シミュレーション

の開始（Launch new simulation）] をクリックすると表示される [マイ シミュ

レーション（My simulations）] セクションにあります。 

https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/00-pre-event-preparation
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
https://learninglabs.cisco.com/modules/devnet-express-lab-setup
http://198.18.134.1/


UWM へのログイン クレデンシャルのユーザ名は「guest」、パスワードは「guest」です。 

概要 

VIRL サーバにインストールされているライセンスは、ラーニング ラボ用の特別なラ

イセンスです。この VIRL サーバは完全な機能を備えていますが、以下の制約があ

る点が「通常の」VIRL サーバとは異なります。 

任意の時点においてサーバで開始できるのは 2 つのシスコ ノード（IOSv ルータな

ど）のみです。トポロジには追加のノード（Linux サーバやコンテナなど）を追加でき

ます。ライセンスの制限は非シスコ ノードには影響しません。また、トロポジが開始

されていない場合にのみ（シミュレーションの開始を除く）、3 つ以上のシスコ ノード

を含めることができます。 

トポロジを設計する際や、dCloud のラボ環境で VIRL サーバを操作する際には、

この制約に注意してください。 

ステップ 1：VIRL とそのコンポーネントについて理解する 

VIRL 

Cisco Virtual Internet Routing Labs（VIRL）は拡張可能なネットワーク仮想化プ

ラットフォームであり、実稼働または構築予定のネットワークの高精度なモデル開発

を実現します。VIRL にはシスコ ネットワーク オペレーティング システムの最新の

仮想化バージョンが含まれており、「実稼働」の物理および外部ネットワーク、ネット

ワーク要素およびサーバとの統合を可能にします。 

VIRL を使用することで、ネットワーク エンジニアは現実に近いネットワークを構築

し、そのネットワークをコンセプト実証（POC：Proof Of Concept）、トラブルシュー

ティング、変更前のテストなど、さまざまなシナリオで使用することができます。仮想

ネットワークを構築し、起動するのにかかる時間は数分です。このネットワークを利

用することで、ネットワーク エンジニアは、自分の理論や提案された変更を、実稼働

ネットワークを使用せずにテストすることができます。 

VIRL を操作するには、いくつかの方法があります。 

• VM Maestro：クライアントサイドのアプリケーションであり、トポロジの構築、

デバイス設定の生成と可視化、VIRL ホストまたは仮想マシンで実行するシ

ミュレーションの管理を行うために使用されます。 



• User Workspace Manager（UWM）：Web ベースのワークスペース マネー

ジャ。管理者はこのマネージャを使用することで、環境を管理することができ

ます（ユーザの作成および削除、イメージの更新など）。また、UWM を使用

することで VIRL 全体を稼働させることができます。UWM には暫定的な 
Web ベースのエディタが用意されており、このエディタは継続的に拡張され

ます。 
• Linux シェル：VIRL サーバへの CLI ベースのアクセスを実現します。 
• OpenStack クライアント：インストールされている OpenStack と通信すると

きにのみ VIRL が使用する API です。このクライアントは OpenStack の 
ID、コンピュート、イメージ、およびネットワーク API の必要な要素をカバーし

ます。CLI ユーティリティ virl_openstack_client は、サポート対象の

コマンドをすべてシェル スクリプティングに公開します。 
• REST API：REST（Representational State Transfer）を使用して VIRL を

操作するためのメソッドを提供します。 
• コマンド ライン ユーティリティ：UWM および STD（VIRL のミドルウェア）への

アクセスを実現します。UWM の場合は virl_uwm_client、STD の場合

は virl_std_client がそれぞれ使用されます。 

これらの各メソッドについては、このラボのモジュールで後述します。 
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ステップ 2：VM Maestro 
前のページで説明したとおり、VM Maestro はネットワークの構築に使用されるアプ

リケーションです。このステップでは、VM Maestro のユーザ インターフェイスとその

使用方法について説明します。 

注：ラボのこのステップと、この後のステップを終了するには、AnyConnect アプリケー

ションを使用して dClound 環境に VPN で接続し、RDP クライアントを使用して 
Windows ワークステーションに接続する必要があります。 

または、ブラウザベースの RDP セッションを使用することもできます（この場合、VPN 
は必要ありません）。この方法が不明な場合は、ラボのセットアップに関するモジュール

を参照してください。 

1. ワークステーションから任意の RDP クライアントを使用し、198.18.133.252 
IP アドレスを使用して Microsoft Windows ワークステーションに RDP 接続

します。プロンプトが表示されたら、「administrator」および「C1sco12345」を
使用して、そのワークステーションに対する認証を行います。 

 



 
2. 認証が成功すると、リモート ワークステーションのデスクトップが表示されま

す。[VM Maestro] のショートカットをダブルクリックして、VM Maestro を起動

します。 

 
 
 



3. このアプリケーションの起動時に、[認証の失敗（Failed Authorization）] ポッ

プアップ ウィンドウが表示されることがあります。その場合は、[クレデンシャ

ルの変更（Change Credentials）] ボタンをクリックし、ユーザ名「guest」、 
パスワード「guest」を使用して認証します。 

 
4. それでは、VM Maestro のユーザ インターフェイス（UI）について説明しま

す。このインターフェイスには、ペインと呼ばれるいくつかの作業エリアがあ

り、各ペインは VIRL トポロジの作成、定義、管理などの重要な処理を行う際

に役立ちます。これらのペインと各ペインのレイアウトは、使用しているモード

に応じて異なります。各種のモデルについては、このステップで後ほど説明し

ます。使用可能なペインは以下のとおりです。 

o [トポロジ エディタ（Topology Editor）] ペイン：このペインでは、[パレッ

ト（Palette）] ペインにあるツールおよびオブジェクトを使用してトポロジ

を作成します。この領域はキャンバスと呼ばれる場合もあります。 



 
o [ノードおよびツールのパレット（Nodes and Tools Palette）] ペイン：

VIRL トポロジの作成に使用できるノードやツールなどのオブジェクトの

ライブラリが用意されています。 

 
o [プロジェクト（Projects）] ペイン：プロジェクト（フォルダに相当）とトポロ

ジの作成、管理、削除を行うことができます。 



 
o [プロパティ（Properties）] ペイン：トポロジ内のオブジェクト（またはト 

ポロジ自体）に関連付けられた各種のオプションを操作することができ

ます。 

 
o [コンソール（Console）] ペイン：VIRL STD のサブシステム（STD：

Service Topology Director または ANK：AutoNetKit など）からコン

ソール出力や、シミュレーションで実行されているノードからの出力を

個別のタブに表示します。 



 
o [ノード エディタ（Node Editor）] ペイン：選択されたノードについて、 

インターフェイスを追加したり削除したりするオプションを提供します。 

 
o [シミュレーション（Simulations）] ペイン：シミュレーションのさまざまな

要素を管理するための各種の方法を提供します。可能な操作は以下

のとおりです。 

 1 つ以上のノードのコンソールに接続する。 
 シミュレーション全体を停止する。 
 個別のノードを停止し、再起動する。 
 ホストおよびコネクタに関連付けられた IP アドレスおよびポート

を表示する。 
 シミュレーション中に行われた設定変更を抽出する。 



 [アクティブなキャンバス（Active Canvas）] を使用してシミュレー

ションを操作する。 
 視覚化した情報をライブで表示する。 

 
o [トポロジおよびシミュレーションの制御（Topology and Simulation 

Controls）] ツールバー：4 つの主要な制御があります。4 つの制御は以

下のとおりです。 

 [新規トポロジ ファイル（New Topology File）]：既存のトポロジ 
プロジェクト内で新しいトポロジ ファイルを作成するために使用

します。  
 [初期設定の作成（Build Initial Configurations）] ：トポロジ内の

ノードの設定を自動生成するために使用します。デフォルトでは

ノードは自動生成された設定を受け取るように設定されていま

すが、この動作は無効にすることができます。このためには、

VIRL ホストの ANK（Auto NetKit）サブシステムを使用します。 
 [シミュレーションの開始（Launch Simulation）]：トポロジのシミュ

レーションを開始するために使用します。 
 [シミュレーションの停止（Stop Simulations）]：1 つ以上の実行

中のシミュレーションを停止するために使用します。 



 
5. これで VM Maestro の UI ペインについて理解したので、これからそのパー

スペクティブ（モード）について説明します。VM Maestro には 2 つのモードが

あり、それぞれの機能およびペインのレイアウトは異なっています。 

o [設計パースペクティブ（The Design Perspective）]：トポロジの設計用

に最適化されたペインの集まりです。[パレット（Palette）] ペインと [プロ

パティ（Properties）] ペインが含まれている点が特徴です。これは、

VM Maestro を開始した際のデフォルトのパースペクティブです。 
o [シミュレーション パースペクティブ（The Simulation Perspective）]： 

シミュレーションの実行用に最適化されたペインの集まりです。ルータ 
コンソール向けのスペースが含まれています。 

 
 



6. 各ペインの表示と構成は変更し、保存することができます。設計パースペク

ティブの複数のペインを組み合わせ、さらにこれにシミュレーションパースペ

クティブの他のペインを追加して、「統合された」パースペクティブを構成する

ことも可能です。設計とシミュレーションの分離は強制ではなく、完全にユー

ザの任意です。実際に、「統合された」パースペクティブを使用する方が便利

な場合もあります。 

実際に試してみる 

それでは、実際に VM Maestro を使用してみましょう。リモート ワークステーション

に未接続の場合は接続し、VM Maestro を起動します。 

 

[トポロジおよびシミュレーションの制御（Topology and Simulation Controls）] ツー

ルバーから [新規トポロジ ファイル（New Topology File）] ボタンを見つけて、クリッ

クします。これで新しいトポロジが作成されます。開いたウィンドウでプロジェクト 
フォルダを選択し、トポロジの名前を指定します。作業を終えたら、[完了（Finish）] 
ボタンをクリックします。 



 

ここで、トポロジのプロパティを変更するために、空のキャンバスの任意の場所をク

リックします。次の [プロパティ（Properties）] ペインに、選択したアイテムの現在の

オプションと使用可能な設定が表示されます。 

 



 

• [トポロジ（Topology）] タブで、[管理ネットワーク（Management Network）] 
を [プライベート シミュレーション ネットワーク（Private simulation 
network）] に変更します。このオプションの機能を確認するには、オプション

の上にカーソルを置き、説明を表示させます。 

 
• [AutoNetKit] タブ（ANK）の [一般（General）] で、[CDP の有効化（Enable 

CDP）] オプションを [有効化（true）] に変更します。次に、[IP アドレス ファ

ミリ（IP Address Family）] を [dual_stack] に変更し、[アドレッシング

（Addressing）] オプションで、すべてのフィールドの横にある [デフォルト

（default）] ボタンをクリックします。さらに、[ルーティング プロトコルの有効化

（Enable Routing Protocols）] を [有効化（true）] に設定し、[IGP] 
を [OSPF] に設定します。 



 
次に、[ノードおよびツールのパレット（Nodes and Tools Palette）] ペインで [IOSv] 
アイコンを選択して、[トポロジ エディタ（Topology Editor）] ペイン（キャンバス）をク
リックします。クリックするたびに、IOSv ルータが 1 つキャンバスに追加されます。 
2 つの IOSv ルータを追加します。 

注：ノード アイコンをドラッグアンドドロップしないでください。この操作は機能しません。
ノード アイコンを選択し、キャンバスの何もない場所をクリックして、ノードを追加してく
ださい。 

 



次に、同じ [ノードおよびツールのパレット（Nodes and Tools Palette）] ペインで、

[接続（Connect）] オプションを選択して、最初のノードを 2 番目のノードに接続しま

す。接続が成功すると、ノードをつなぐ薄い青の線が表示されます。また、[ノード エ
ディタ（Node Editor）] ペインには物理的な接続が表示されます。ここでは、使用中

のインターフェイス名が表示されています。 

 

それでは、ノードの名前をデフォルトの「iosv-1」から、もっと分かりやすいものに

変更しましょう。そのためには、iosv-1 ノードをクリックします。キャンバスの下方

にある [プロパティ（Properties）] ペインに、このノードに現在割り当てられているプ

ロパティが表示されています。名前の値を「R1」に設定します。この手順を iosv-2 
ノードに対しても繰り返して、ノードの名前を「R2」にします。 



 

それでは、両方のノードに対してスタートアップ設定を生成しましょう。[トポロジおよ

びシミュレーションの制御（Topology and Simulation Controls）] ツールバーで、

[初期設定の作成（Build Initial Configuration）] ボタンを探してこのボタ

ンをクリックします。生成された設定を表示するかどうかを尋ねるプロンプトが表示

されます。必要に応じて、[はい（Yes）] または [いいえ（No）] をクリックします。この

質問に回答すると、ANK がノードの設定を生成している間、[コンソール（Console）] 
ペインにアクティビティが表示されます。 

 



 

この時点で、シミュレーションを開始できます。[トポロジおよびシミュレーションの制

御（Topology and Simulation Controls）] ツールバーで、[シミュレーションの開始

（Launch Simulation）] ボタンを見つけて、クリックします。[シミュレーション

（Simulation）] パースペクティブ（モード）に変更するためのプロンプトが表示さ

れるので、[はい（Yes）] をクリックします。モードが [シミュレーション

（Simulation）] に変わり、ペインのレイアウトが変更されます。 

注：パースペクティブとレイアウトの変更については、上記のコメントを参照してください。 

 



 

キャンバスの下には同じコンソール ウィンドウが表示されていますが、表示される

メッセージは異なります。すべてが正しく行われていれば、以下のようなメッセージ

が表示されます。これはノードが起動しており、生成された設定が正しく適用された

ことを意味します。 

(INFO) [Sep/16/2016 11:12:06] Reachability status of node "R1" changed from U
NREACHABLE to REACHABLE 

(INFO) [Sep/16/2016 11:12:30] Reachability status of node "R2" changed from U
NREACHABLE to REACHABLE 

ここで、両方のノード間の接続を確認します。そのためには、どちらかのノードを右

クリックして [Telnet] メニュー オプションを選択し、[このコンソール ポートへ

（198.18.134.1:17000）（to its Console port 
(198.18.134.1:17000)）] オプションを選択します。 

注：異なるポートの値が表示される場合があります（ここでは 17000）。デフォルトで

は、このポートは動的に変更され、シミュレーションの開始ごとに異なる場合がありま

す。また、必要に応じて静的に割り当てることもできます。この方法については、該当す

るドキュメンテーションを参照してください。 



 

[ノード エディタ（Node Editor）] ペインの横に新しいタブが開きます。何もない領域

をクリックして、Enter キーを押します。すぐにバナーが表示され、前のステップで

設定したホスト名がプロンプトに表示されます。 

 



> 記号は、現在 user-level exec モードであることを示しています。このモード

を privileged-level exec モードに変更するには、enable と入力して 
Enter キーを押します。ルータによってパスワードの入力が求められます。認証用

のパスワードとして「cisco」を使用します。 

************************************************************************** 

* IOSv is strictly limited to use for evaluation, demonstration and IOS  * 

* education.IOSv is provided as-is and is not supported by Cisco's      * 

* Technical Advisory Center.Any use or disclosure, in whole or in part, * 

* of the IOSv Software or Documentation to any third party for any       * 

* purposes is expressly prohibited except as otherwise authorized by     * 

* Cisco in writing.* 

************************************************************************** 

R1>enable 

Password: 

R1# 

これで、前のステップで（自動で）生成された設定が、正常に適用されたことを確認

できます。まず、show cdp neighbor コマンドを使用して、ルータの CDP ネイ

バーを確認します。出力から分かるとおり、ルータのネイバーは 1 つのみです。 

R1#show cdp neighbor 

Capability Codes: R - Router, T - Trans Bridge, B - Source Route Bridge 

                  S - Switch, H - Host, I - IGMP, r - Repeater, P - Phone, 

                  D - Remote, C - CVTA, M - Two-port Mac Relay 

 

Device ID        Local Intrfce     Holdtme    Capability  Platform  Port ID 

R2.virl.info     Gig 0/1           148              R B             Gig 0/1 

 

Total cdp entries displayed : 1 

次に、ネイバー ルータに対して ping を実行します（これが最後の確認です）。まず、
GigabitEthernet0/1 インターフェイスに適用されている設定を確認します。その
ためには、show running-config interface gigabitEthernet 0/1 コマ
ンドを使用します。このインターフェイスには、IP アドレスが 2 つ割り当てられている点
に注意してください。 



• それは IPv4 アドレスと、 
• IPv6 アドレスです。 

それでは、IPv4 アドレスに対して ping を実行します。2 番目のルータから以下のよ
うな応答があるはずです。 

R1#show running-config interface gigabitEthernet 0/1 

Building configuration... 

 

Current configuration : 164 bytes 

! 

interface GigabitEthernet0/1 

 description to R2 

 ip address 10.0.0.5 255.255.255.252 

 duplex full 

 speed auto 

 media-type rj45 

 ipv6 address ::A:1:1:0:6/126 

end 

R1#ping 10.0.0.6 

Type escape sequence to abort. 

Sending 5, 100-byte ICMP Echos to 10.0.0.6, timeout is 2 seconds: 

.!!!! 

Success rate is 80 percent (4/5), round-trip min/avg/max = 4/4/5 ms 

注：表示されている IP アドレスは、実際の環境に応じて異なります。ルータで実際に表
示される値を使用してください。 

これで完了です。ここでは VM Maestro の UI について学び、初めての仮想トポロジ
を設計し、実行しました。Web ベース UI である UWM（User Workspace Manager）
を使用して VIRL サーバを管理する方法については、後ほど説明します。 
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ステップ 3：Web UI を使用して VIRL を管理する 

VIRL の Web UI は User Workspace Manager（UWM）とも呼ばれます。この UI 
を使用することで、管理者はシステム運用に関するアクションを実行し、サポート ド
キュメンテーション内のヘルプを見つけることができます。 

それでは、UWM について見ていきましょう。 

注：UWM の Web UI を正常に開くためには、AnyConnect VPN クライアントを使用し

て dClound クラウド環境に VPN 接続する必要があります。または、ブラウザ ベース

の RDP セッションを使用して Windows ワークステーションに接続することもできま

す。方法が不明な場合は、「Lab Setup（ラボの設定）」モジュールを参照してください。 

1. まず、UWM の Web UI にアクセスする必要があります。そのためには、

Web ブラウザを開いて http://198.18.134.1 に移動します。 

 
2. この Web ページは、次のように 2 つのセクションに分かれています。 

o 左側のセクションには、システム オペレーション タスクに関連した項目

が表示されています。 
o 右側のセクションには、ヘルプや必要なドキュメンテーションを見つけ

るのに役立つ項目が表示されています。 

http://198.18.134.1/


使用可能なすべてのオプションのうち、最も時間をかけるのは [システム  
オペレーション（System Operations）] セクションの User Workspace 
Manager についてです。 

このラボ モジュールの次のセクションでは、[サポート（Support）] セクション

の API ドキュメンテーションについて見ていきます。 

それでは、この User Workspace Manager のリンクをクリックしましょう。 

 
3. ログインするために、ユーザ名とパスワードの情報を入力するよう求められま

す。認証には、ユーザ名「guest」とパスワード「guest」を使用します。これら

は、VM Maestro の Web サービスの設定時に、VM Maestro を VIRL サー

バに接続するために使用したのと同じものです。 

注：UWM に「superuser」としてログインすることによっても、VIRL システムを管

理できます。このユーザ名とパスワードは、デフォルトで「uwmadmin」および

「password」が使用されています。「guest」は管理者グループのメンバーになり

ます。「uwmadmin」はシミュレーションを開始できないことに注意してください。 



 
4. ログインすると、[概要（Overview）] ページが表示されます。ここには VIRL 

のバージョン情報、CPU、RAM、およびディスク使用率が表示されます。ペー
ジの最下部には、アクティブなすべてのシミュレーションのステータス情報が
表示されます。 

 



5. それでは、ページの左側にあるメニュー オプションを見てみましょう。それら

は次のとおりです。 

o [マイ シミュレーション（My simulations）]：ログインしたユーザについ

て、実行中のすべてのシミュレーションと、それらのリソースの使用率

を示します。このページからシミュレーションを実行できますが、そのた

めには .virl ファイルが必要です。 

 
o [プロジェクト シミュレーション（Project simulations）]：現在のプロジェ

クトについて、実行中のすべてのシミュレーションと、それらのリソース

の使用率を示します。 



 
o [プロジェクト（Project）]：プロジェクトを管理できます。[+ 追加（+ Add）] 

ボタンをクリックすると、新規プロジェクトを作成して、そのプロジェクト

にリソースを割り当てることができます。プロジェクトに割り当てられた

リソースを表示および変更するには、行の末尾にある鉛筆アイコンをク

リックします。 

 



 
o [ユーザ（Users）]：ユーザ アカウントを管理することができます。[+ 追

加（+ Add）] ボタンをクリックすると、新規ユーザを作成し、そのユーザ

にプロジェクトを割り当てて、役割を設定することができます。ユーザの

情報を表示したり、その情報を変更するには、行の末尾にある鉛筆ア

イコンをクリックします。 

注：存在しないプロジェクトに対して新しく作成するユーザを割り当てるこ

とを計画している場合は、少し時間を取って、ユーザを作成する前にプロ

ジェクトを作成してください。 



 

 



o [VIRL サーバ（VIRL Server）]：以下の設定オプションが含まれたドロッ

プダウン メニューです。 

 [Salt の設定およびステータス（Salt Configuration and Status）]：
Salt-master 通信ステータスを表示します。また、Salt-master の
設定を変更できます。これは、ライセンス付与とシステム ソフト

ウェアのアップグレードまたは VM アップグレード、およびインス

トールの操作に使用されます（「システム アップグレード」セクショ

ンを参照してください）。 

 
 [システム設定（System Configuration）]：VIRL サーバの設定

に関する複数のタブが含まれています。 



 
 [システム ツール（System Tools）]：システムの動作ステータス

およびダウンロードのシステム ログを確認できます。 

 



 [システムのアップグレード（System Upgrade）]：システムのアッ

プグレードを行うことができます。 

 
 [VIRL ソフトウェア（VIRL Software）]：システム ソフトウェアの操

作を行うことができます。特定のソフトウェア コンポーネントをイ

ンストールしたり、アップグレードしたりする必要がある場合は、

[インストール（Install）] 列の下のチェックボックスをオンにし

て、ページ最上部の [インストールの開始（Start 
installation）] ボタンをクリックします。この操作が機能す

るためには、Salt master への接続が必要です。 



 
 [リモート サーバ（Remote Server）]：リモートの VIRL サーバを

設定することができます。これは、クラウド サービスで VIRL イ
ンスタンスを実行するために使用されます（現在サポートされて

いるクラウド サービスは http://packet.net のみです）。 

 

http://packet.net/


o [接続（Connectivity）]：IP アドレスを割り当て、割り当てられた IP アド

レスを表示します。 

 
o [VM 制御（VM Control）]：ドロップダウン メニューであり、設定オプショ

ンが含まれています。これらのオプションは、トラブルシューティングの

みを目的としており、通常のワークフローで使用することはできませ

ん。重要なリソースを削除すると、システムで不具合が発生する可能

性があります。 
o [ノード リソース（Node resources）]：以下の設定情報を含むドロップダ

ウン メニューです。 

 [フレーバー（Flavors）]：仮想マシンのランタイム パラメータを管

理できます。 



 
 [イメージ（Images）]：仮想マシンのソフトウェア イメージを管理

できます。 

 



 [コンテナ（Containers）]：Linux コンテナ（LXC）および Docker 
コンテナのイメージおよびテンプレートを管理できます。 

 
 [サブタイプ（Subtypes）]：仮想マシンのパラメータを管理できます。 

 



 [ボリューム（Volumes）]：仮想マシンのディスク ボリュームを管

理できます。 

 
o [リポジトリ（Repositories）]：GitHub リポジトリの追加、削除、更新を行

うことができます。設定されたリポジトリは、UWM 経由でシミュレーショ

ンを起動するために使用できます（「uwmadmin」以外のユーザで使用

されている場合）。 



 
o [ドキュメンテーション（Documentation）]：以下の設定オプションを含む

ドロップダウン メニューです。 

 [STD API]：Service Topology Director（STD）API のドキュメン

テーションが含まれています。このトピックは、次のラボ モジュー

ルで取り上げます。 



 
 [UWM API]：User Workspace Manager（UWM）API のドキュメ

ンテーションが含まれています。このトピックは、次のラボ モ
ジュールで取り上げます。 

 



 [Routem]：routem アプリケーションを使用して、各種のルー

ティング プロトコル用のコントロール プレーン トラフィックを生成

する方法についての情報が含まれています。このアプリケーショ

ンは lxc-routem ノードに組み込まれており、シミュレーション 
トポロジの 1 つのノードとして含めることができます。 

 

実際に試してみる 

それでは、これまでに学んできたことを活かして、新規プロジェクトを作成し、新しい

ユーザを割り当ててみましょう。 

1. Web ブラウザを開き、http://198.18.134.1/ に移動します。 

http://198.18.134.1/


 
2. User Workspace Manager のリンクをクリックし、ユーザ名「guest」、パス

ワード「guest」で認証します。 

 
3. 次に、[プロジェクト（Projects）] メニュー オプションをクリックし、[+追加 

（+ Add）] ボタンをクリックして新規プロジェクトを追加します。 



 
4. [プロジェクトの作成（Create Project）] ページで、フォームのフィールドに以

下の値を設定します。 

o [名前（Name）]：virl  
o [説明（Description）]：Creating a new project  
o [有効期限（Expires）]：never  
o [有効化（Enabled）]：オン  
o [インスタンス（Instances）]：2  
o [RAM（MB）（RAM (MB)）]：102400  
o [VCPUS]：10  

終了したら、[作成（Create）] ボタンをクリックします。 



 
5. [作成（Create）] ボタンをクリックすると、VIRL UWM がプロジェクトを作成

し、ユーザは [ユーザ（Users）] メニュー オプションにリダイレクトされます。 
新規ユーザ名がプロジェクトと同じ名前で自動的に作成され、デフォルトの

ユーザ パスワードをすぐに変更するかどうか尋ねるメッセージが表示されま

す。それでは、やってみましょう。フィールドに、以下の値を入力します。 

o [パスワード（Password）]：virl  
o [パスワードの再入力（Password again）]：virl  
o [電子メール（Email）]：virl@virl.local  
o [役割（Role）]：admin  
o [有効期限（Expires）]：never  
o [有効化（Enabled）]：オン  

作業を終えたら、[保存（Save）] ボタンをクリックします。 



 

注：スクリーンショットではユーザが「admin」として表示されています。ユーザを

「_member_」に設定した場合、そのユーザはサーバを管理したり、管理者権限

を必要とする操作を実行したりすることができません。管理者権限が必要な例と

しては、静的な IP の割り当てや、プロジェクトおよび自分以外のユーザの作成

などがあります。 

最大 102400 MB RAM で 10 vCPU の 2 つのインスタンスのみを同時に実行でき

る、新規プロジェクトを作成しました。次に、作成し、プロジェクトに関連付けた新規

ユーザ名のパスワードを変更しました。 

このラボの次のステップでは、Linux シェル環境を使用して VIRL を操作する方法

について説明します。 
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ステップ 4：VIRL の API について把握する 

VIRL は強力なシミュレーション フレームワークであり、優れたインターフェイスが用

意されているだけでなく、VIRL を自動化された方法で操作したいユーザに最適な、

アプリケーション プログラミング インターフェイス（API）のセットも備えています。 

このラボ モジュールでは、使用可能な API とそれらへのアクセス方法について簡

単に説明します。さらに、次のラボ モジュールでは、さらに詳細な説明を行い、

VIRL の操作を自動化するための画期的な方法を紹介します。 

それでは、始めましょう。 

VIRL の API にアクセスするには、いくつかの方法があります。それらは次のとおり

です。 

• VIRL CLI：基盤であるオペレーティング システム（OS）のコマンド ライン イン

ターフェイス（CLI）を使用してアクセスします。この方法によって、いくつかの 
API を使用できますが、ここでは 3 つの API のみを取り上げます。 

• Python：特殊なライブラリを使用して VIRL の REST API を操作するプログ

ラミング言語。 
• Postman：REST API コールを実行するための構造化されたユーザ イン

ターフェイスを備えた強力なアプリケーション。 

VIRL CLI 

VIRL の CLI は複数のクライアント（プログラムまたはユーティリティ）で構成されて

います。これらのクライアントはコマンドライン ユーティリティであり、VIRL フレーム

ワーク（またはクライアント/サーバ アーキテクチャ）の各種のパーツまたはサブシス

テムを操作します。このクライアント プログラムを以下に挙げます。 

• virl_openstack_client：OpenStack クライアント API に対するシン  
インターフェイス。このクライアントは通常、ユーザが使用するものではありま

せん。 
• virl_std_client：コマンドラインからであっても、GUI アプリケーションで

使用可能な機能を制御することができます。これは自動化のために設計され

たツールであり、一般の VIRL エンド ユーザが通常使用する唯一のスクリプ

トです。 



• virl_uwm_client：プログラム可能な CLI インターフェイスを提供します。

このインターフェイスは、UWM の REST インターフェイスのユーザが使用可

能な機能、システム設定を取り扱う、使用可能な Web インターフェイスのサ

ブセット、プロジェクトおよびユーザの CRUD（作成、取得、更新、削除）オペ

レーションなどを扱います。 

Python 

VIRL CLI、の他に、VIRL は REST API 機能も備えています。この機能も、VIRL を
操作して、タスクを自動化するための手段です。 

REST API コールを実行するには多くの方法があります。その 1 つが Python プロ

グラミング言語（または、この目的のために REST API を処理できる任意のプログ

ラミング言語）を使用することです。 

Python の requests ライブラリを利用すると、シンプルなアプリケーションや、 
手動の作業を大幅に軽減する高度なアプリケーションを作成することができます。

前に保存した .virl ファイルを使用して、シミュレーションを開始するコード スニ

ペットを示します。ただし、次のラボ モジュールでは、このコードの変更部分のみを

説明します。 

import request 

 

virl_ip = '198.18.134.1' 

username = 'guest' 

password = 'guest' 

url = 'http://{ip}:19399/simengine/rest/launch'.format(ip=virl_ip) 

topo = open('simple_topo.virl', 'r') 

headers = {'content-type': 'text/xml'} 

payload = {'file': 'manual@launch_topo'} 

 

result = requests.post(url, auth=(username, password),  

                       params=payload,  

                       data=topo,  

                       headers=headers) 

 



Postman 

Postman は Google Chrome ブラウザ アプリケーションで、分かりやすい GUI を
備えています。この GUI を使うことで REST API コールを簡単に作成して実行し、

結果を表示できます。REST API コールに加えて、Postman は要求を各種のプロ

グラミング言語に変更できます。次のラボ モジュールでは、この機能を紹介します。 

 
完了 
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